
岩手生態学ネットワーク（EINET）「人と自然と生態学」市民講座 

第６回「まちの鳥、野山の鳥」 

 
 第６回「人と自然と生態学」市民講座では、私たち岩手生態学ネット

ワークの仲間、3 名の鳥の専門家に話題を提供していただき、鳥のくら

しと私たち人間の暮らしとの関係を考えたいと思います。観て楽しく、

知って面白い鳥たちの生態を通して、人と自然、人と生き物たちの直接、

間接な関わりを理解していただければと存じます。なお、この講座は当

初バードウィーク直前の４月末に開催予定でしたが、3 月には三陸沖の

大地震とそれによる大津波という悲しい出来事が起きてしまいました。

3 ヶ月の延期によって適当な大きさの会場確保が難しくなり、前回より

も小さな会場となってしまいました。ご容赦いただければ幸いです。 

 

 

・スズメの生態学 ・・・ 三上 修
みかみ おさむ

（岩手医科大学共通教育センター） 
 

 生態系といえば、森があり川が流れ、たくさんの種類の生

き物がいるところを想像するかもしれません。でも、生き物

の少ない砂漠にだって生態系はありますから、生態系が、生

き物が豊かな場所にあるとは限りません。生物が棲んでさえ

いれば、そこには生態系があると言ってもいいくらいです。 

そういう観点でみると、私たちが住んでいる「まち」にも

また独自の生態系があります。その「まち」の生態系を代表

する鳥がスズメです。このスズメですが、最近減っていると

言われています。本当に減っているのか、そうだとしたら何

が原因なのか、スズメが減ったら何か困ることがあるのか、

そういったことをご紹介したいと思います。 

 

里山に育まれる猛禽類－サシバ ・・・ 東 淳樹
あずま あつき

（岩手大学農学部） 
 

 「サシバ」、変わった名前ですが猛禽類の１種です。

近年の里山ブームのおかげで少し市民権を得つつあ

るようです。ツバメなどと同じように、春になると

東南アジアなどの暖かな地域から渡ってきて子育て

をします。子育てをする場所は里山です。とくに田

んぼあり、そのまわりに林があるようなのどかなと

ころがお好みです。カエルやヘビが大好物で、ネズ

ミやモグラなどの小型哺乳類、セミやバッタ、ガの

幼虫などの虫も食べます。でも、サシバが好んで食

べる小動物は、暖かい熱帯の森には１年中たくさん 
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いるはずなのに、なぜわざわざ日本の里山に渡ってきて子育てをするのでしょうか？そのわけは、里

山の生きものの豊かさと、狩りのしやすい景観の構造にあるようです。 

 近年、山あいの田んぼの耕作放棄が目につくようになってきました。田んぼが草で覆われると、サ

シバは狩りがしづらくなります。水のない田んぼからはカエルがいなくなり、それを食べるヘビもい

なくなります。そしてやがてはサシバも姿を消してしまうのです。サシバはまさに、里山に育まれる

猛禽類なのです。 

 

・森の国で生きるニホンイヌワシの奮闘 

・・・ 前田 琢
ま え だ  た く

（岩手県環境保健研究センター） 
 

 北半球に広く分布するイヌワシには６つの亜種がいます。その多くが草原、荒野、裸地など開けた

環境に生息していますが、日本に生息する亜種・ニホンイヌワシは、例外的に森林を生息場所として

います。亜種のなかでもニホンイヌワシが最も小型であるのは、障害物の多い林内で動きやすいため

とも言われていますが、それでも広げると２メートルある翼を持ちながら、森林国・日本で生きてい

くのは簡単ではありません。不利な環境条件を乗

り越えるため、さまざまな適応がみられます。 

 岩手県・北上高地は国内でも有数のイヌワシ生

息地です。ここではイヌワシは里山の鳥であり、

人間の生活圏に共存しています。この地がイヌワ

シに選ばれてきた理由には、農林畜産業など人の

営みへの適応がありました。しかし、その関係に

変化が進んでいる今日、イヌワシたちは子孫を増

やせず、絶滅を予期させるサインも示し始めてい

ます。北上高地の森で必死に生きるイヌワシの状

況についてお話します。 
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